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公益財団法人 仁科記念財団 

第 11 回 定 時 評 議 員 会 会 議 次 第 

 

日 時 令和 3 年 6 月 11 日（月曜日）13 時 00 分～14 時 00 分 

形 式 オンライン会議（Zoom による） 

オンラインでの会議に先立って、出席者全員の映像および音声が共有されていることを確

認させていただきます。 

1.  山田評議員会会長挨拶。 

2. 会長が議長となり、出席評議員数が定款第 22 条 2 項に定める定足数 6 名に達してい

ることを確認の上、開会。（資料 1：評議員名簿） 

3. 小林理事長報告 

（1）本評議員会の開催につきましては、令和 3 年 5 月 21 日にオンラインで開催されまし

た第 35 回理事会におきまして議事録（資料 2）の通り承認されております。（定款第

23 条） 

（2）令和 2 年度事業報告書および決算書につきましては、定款第 12 条に則り会計監査人

の会計監査および監事の監査を受け、第 35 回理事会において議事録（資料 2）の通り

承認されましたので、本評議員会第 1 号議案としてご審議いただきたく、案（資料 3）

として提出いたします。 

（3）同じく第 35 回理事会において、本評議員会終了時より 2 年後の定時評議員会終了時

までの新理事、監事候補の案、および、1 年後の定時評議員会終了時までの会計監査

人候補の案（資料 4）が承認されましたので、本評議員会第 2 号議案として提案いた

します。 

（4）令和 3 年度事業計画書および収支予算書は（資料 5）の通りとなっております。これ

らはオンラインでの第 34 回理事会において承認され、昨年度内に内閣府に届け出済

みであります。 

（5）なお、「2019 年度決算書において、故伊藤早苗氏の遺贈寄附金 5 千万円については経

常外収益として会計処理をしていたが、内閣府の要請により『指定正味財産』の『受

取寄附金』として『特定資産』の部に組み入れることにした。」ことをご報告いたしま

す。 

4. 議案審議 

 第 1 号議案：令和 2 年度事業報告書および決算書の承認の件 

  令和 2年度の事業報告書および決算書を原案の通り承認いたしたくお諮りいたします。

（定款第 12 条） 

 第 2 号議案：新理事、監事、および会計監査人の選任の件 

 理事会の提案通り、新理事（任期は 2 年後の定時評議員会終了時まで）として、安藤恒

也、家泰弘、伊藤公孝、梶田隆章、小林誠、佐々木節、十倉好紀、永宮正治、藤川和男、

矢野安重理事を重任、上蓑義朋公益社団法人日本アイソトープ協会常務理事（本年 4 月
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より仁科記念財団運営諮問委員）を新任、監事（任期は 2 年後の定時評議員会終了時ま

で）として、荒船次郎、鈴木増雄監事を重任、会計監査人（任期は 1 年後の定時評議員

会終了時まで）として宮田芳直氏を重任とする案を承認いたしたくお諮りいたします。 

なお、定款第 25 条第 2 項に則り、理事および監事の選任の決議は、候補者ごとに行い

ます。（資料 6） 

5. 議事録署名人の選出

議事録署名人は、議長の他、出席された評議員 2 名にお願いいたします。（定款第 26 条）

なお、議事録署名人の方々には、議事録を郵送いたしますので、ご署名、ご捺印のうえ、

仁科記念財団事務局までご郵送願います。

以上 

[会議資料] 

（1）資料 1：評議員会名簿 

（2）資料 2：第 35 回理事会議事録 

（3）資料 3：令和 2 年度事業報告書および決算書（案） 

（4）資料 4：新理事、監事および会計監査人候補（案） 

（5）資料 5：令和 3 年度事業計画書および収支予算書 

（6）資料 6：上蓑義朋公益社団法人日本アイソトープ協会常務理事ご略歴 



仁科記念財団評議員 2019年 6月 10日就任（任期 4年） 

秋光 純 岡山大学異分野基礎科学研究所特任教授 

広島大学特任教授 

有本 建男 国立大学法人政策研究大学院大学客員教授 

科学技術振興機構上席フェロー 

江澤 洋 学習院大学名誉教授 

京藤 倫久 元日本学術振興会監事 

九後 太一 京都大学基礎物理学研究所特任教授 

郷 通子 長浜バイオ大学特別客員教授 

中部大学創発学術院客員教授 

名古屋大学名誉教授 

お茶の水女子大学名誉教授（元学長） 

齋藤 軍治 京都大学名誉教授 

佐藤 勝彦 日本学術振興会学術システム研究センター顧問 

東京大学名誉教授 

高橋 真理子 朝日新聞社科学コーディネーター 

山田 作衛 （会長） 東京大学名誉教授 

高エネルギー加速器研究機構名誉教授 

吉田庄一郎 株式会社ニコン特別顧問 

資料1
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公益財団法人仁科記念財団  

第 35 回 理 事 会 議 事 録 

1．日 時 令和 3年 5月 21日（金曜日） 17時 30分～18時 30分 

2．形 式 WEB会議（Zoomによる） 

3．出 席 総数 11名 （理事現在数 11名） 

出席理事： 

安藤恒也 家 泰弘 伊藤公孝 梶田隆章 勝村庸介 

小林 誠 佐々木節 十倉好紀 永宮正治 藤川和男 

矢野安重 

以上 11名 

出席監事： 

荒船次郎 鈴木増雄 

以上 2名 

4．議事の経過と結果 

第 35 回理事会を WEB 会議として開始するにあたって、出席（参加）理事、監事、全員の音声

および映像が共有されていることを確認した。 

定刻、小林理事長が議長となり、出席理事数が定款第 37 条 3 項に定める定足数 6 名に達してい

ることを確認の上、理事会開会を宣言した。 

議案審議に先立って、理事長より「2019 年度決算書において、故伊藤早苗氏の遺贈寄附金 5 千

万円については経常外収益として会計処理をしていたが、内閣府の要請により『指定正味財産』

の『受取寄附金』として『特定資産』の部に組み入れることにした。」との報告があった。 

（1） 議案審議

第 1号議案：令和 2年度事業報告書案および決算書案の承認の件 

議長より、令和 2年度事業報告書案および決算書案の説明があり、審議の結果、全出席理

事異議なく原案を第 11回定時評議員会に諮ることが承認された。 

第 2号議案：新理事、監事、会計監査人候補案の承認の件 

議長より、新理事として、安藤恒也、家泰弘、伊藤公孝、梶田隆章、小林誠、佐々木節、

十倉好紀、永宮正治、藤川和男、矢野安重理事を重任、上蓑義朋公益社団法人日本アイソ

トープ協会常務理事を新任、監事として、荒船次郎、鈴木増雄監事を重任、会計監査人と

して宮田芳直氏を重任として、第 11 回定時評議員会に諮る案が提示され、審議の結果、

全出席理事異議なく原案通り承認された。 

資料２
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第 3号議案：第 11回定時評議員会の招集の件  

議長より、第 11回定時評議員会を令和 3年 6月 11日 13:00よりWEB会議として開催し

たい旨提案があり、全出席理事異議なく承認された。尚、議案は、1）令和 2 年度事業報

告書案および決算書案の承認、2）新理事、監事、会計監査人の選任、の 2件、とする。 

 

以上で議事を終了し、本理事会の議事録署名人は定款第 40 条に則り、理事長のほか荒船監事およ

び鈴木監事とすることとした後、理事長 本理事会の終了を宣し閉会した。 

 

以上の議事録が正確なものであることを証するため、議事録署名人、下記に署名捺印する。 

 

                                                     令和 3年 5月 21日 

                                  公益財団法人仁科記念財団 第 35回 理事会    

 

 

 

理 事 長 

 

 

             

 

監   事 

 

 

            

 

監   事 
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公益財団法人 仁科記念財団 

令和 2 年度（2020 年度）事業報告書 

 仁科記念財団の公益目的事業は、定款第 4 条に掲げられている通り、広い意味の原子物

理学およびその応用に関する研究において（1）きわめて優秀な成果を収めた者に対する

仁科記念賞など褒賞の授与 （2）著名な研究者による仁科記念講演会など学術的交流・集

会の開催 （3）歴史的に貴重な資料・図書などの発掘・研究・保存・公開のための仁科記

念室の運営 （4）知識および思想を普及啓発するための出版物刊行などの活動（5）優秀

な人材の海外への派遣および外国からの受け入れの助成である。 

令和 2 年度（2020 年度）は、以下の公益目的事業を行った。 

1． 仁科記念賞 

 仁科記念賞は、広い意味での原子物理学およびその応用に関して顕著な業績をあげた比

較的若い研究者に授けられる賞で、当財団創設の 昭和 30 年（1955 年）以来、毎年数名

の将来性豊かな研究者に授与されてきた。これまでの受賞者の総数は 193 名（本年度は鹿

野田一司氏、および仲澤和馬氏の 2 件 2 名）となり、その中からは国内外で著名な賞に輝

いた受賞者が多く、研究者社会において仁科記念賞の価値と名誉は広く認められている。

たとえば、ノーベル物理学賞受賞者 6 名（江崎玲於奈氏：1959 年仁科記念賞受賞、小林

誠氏、益川敏英氏：1979 年、小柴昌俊氏：1987 年、中村修二氏：1996 年、梶田隆章氏：

1999 年）、文化勲章受章者 14 名（本年度は近藤淳氏：1968 年）、文化功労者 20 名（本年

度は十倉好紀氏：1990 年）、恩賜賞受賞者 9 名、日本学士院賞受賞者 30 名となっている。 

 仁科記念賞規程では、① 6 月 1 日から 8 月 31 日の 3 ヶ月間、当財団ホームページ、日

本物理学会誌、日本化学会誌等に、仁科記念賞候補者募集要項を公表するとともに、広く

学識者からの推薦を公募し ② 授賞件数は 3 件以内 ③ 選考は選考委員会で行い受賞者

には、賞状、賞牌と 1 件当り 60 万円の副賞を授ける ④ 選考結果は理事会の承認を得た

後すみやかに新聞紙上等に公表 ⑤ 授賞式は仁科芳雄博士の誕生日の 12 月 6 日に、これ

までの受賞者を含めた研究交流の懇談会の場で行うこととしている。 

 本年度第 66 回仁科記念賞もこの規程の通り選考が行われた。選考委員会（安藤恒也委

員長他 14 名）は、今年度推薦のあった 26 件の候補について WEB（Zoom）によるオン

ライン会議で慎重に審議したのち投票によって、前掲の 2 件（2 名）に授与することとし

た。この結果は令和 2 年 10 月 28 日に開催された第 33 回理事会（WEB 会議）で承認さ

れ、11 月 9 日に日本アイソトープ協会会議室において新聞発表を行った。新型コロナウ

イルス禍のため本年度の授賞式は 12 月 4 日に、鹿野田氏、仲澤氏と令夫人、理事長、常

務理事、選考委員長が参加して WEB によるオンラインで執り行われた。受賞記事は、当

財団ホームページに加えて、Association of Asia Pacific Physical Societies（AAPPS）の

Bulletin にも公開された。 

資料３
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・受 賞 者：鹿野田一司（東京大学大学院工学系研究科 教授） 

・業績題目：有機伝導体における強相関量子液体の研究 

・受 賞 者：仲澤和馬（東海国立大学機構岐阜大学教育学部・大学院工学研究科 シニ

ア教授） 

・業績題目：原子核乾板を用いたダブルストレンジネス原子核の研究  

 

2．仁科記念講演会 

 仁科記念講演会は当財団創立以来の重要な事業で、社会に原子物理学の真髄を啓発する

ため、毎年一般の参加を得て開催されてきている。 

 本年度は、以下のように第 66 回定例仁科記念講演会「物理学とコンピューティング」

が WEB（YouTube）でライブ配信された。 

      日 時：令和 2 年 12 月 5 日（土）15:00～17:30 

主 催：仁科記念財団 

後 援：日本アイソトープ協会 

（プログラム） 

挨 拶：小林 誠 仁科記念財団理事長 

司 会：初田 哲男 理化学研究所数理創造プログラムディレクター 

講 演：「深層学習と物理学」 

    橋本 幸士 (大阪大学理学研究科物理学専攻 教授) 

講 演：「量子アニーリングによる量子コンピューティング」 

          西森 秀稔 (東京工業大学科学技術創成研究院 特任教授)  

参加者：350 名超 

財団ホームページで「講演録」と「講演動画」を公開。 

 

3．仁科記念室 

仁科記念室は日本アイソトープ協会の敷地の一角にある旧理化学研究所 37 号館 (築約

90 年) の一室 (約 40 平米) で、仁科博士が逝去された 1951 年 1 月以来そのまま保存さ

れてきた。室内には、書籍、書簡など、わが国の科学技術の発展において仁科博士が果た

した役割を再認識するための数多くの資料とともに、博士の往時を偲ぶ愛用の什器も残さ

れていた。しかし、残念ながら日本アイソトープ協会の敷地内建物再整備計画に従って、

建物自体が数年内に解体されることになった。そこで、この文化遺産を後世に遺すため、

本年度、「仁科記念室内に保存されていた物品」を、理化学研究所（理研）に寄贈し理研和

光事業所に移管した。なお、物品搬出前の部屋内部の３次元映像が YouTube にアップさ

れており、財団ホームページからみることができる。また、敷地内に設置されていた小サ

イクロトロン・モニュメントは日本アイソトープ協会から理研に寄贈され和光事業所内に

移設された。 
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（1）資料の提供 

  ・10 月 10 日、TBS の報道番組で、日本学術会議創設者の一人である仁科芳雄博士が

紹介され、江澤洋評議員へのインタビューが放映された。 

  ・11 月 12 日、広島市役所で、理研から広島市への「被爆者のご遺骨」他（経緯の詳

細は昨年度事業報告書に記述）の返還式が執り行われた。「被爆者の遺骨、原爆開

発に携わった物理学者の部屋で発見、広島市に引き渡し」等の見出しで新聞各社が

報じた。広島市は「ご遺骨（複数名）」を平和記念公園内の原爆供養塔に納めて遺族

からの申し出を待つことにした。本年度、2 名が確定し、75 年ぶりにご遺族のもと

に引き取られた。 

  ・10 月 10 日～11 月 29 日に愛媛県総合科学博物館で開催された企画展「小川正孝 

アジア初の新元素発見者」に、ボーア研究所に留学中の仁科博士の写真と小サイク

ロトロンの写真を提供した。仁科博士が 1940 年に小サイクロトロンを用いて 93

番元素の発見に迫っていたことが紹介された。 

  ・12 月 5 日、岡山放送が、仁科芳雄博士生誕 130 周年記念特別番組「ノーベル賞の

源流 仁科芳雄博士～里庄から日本科学の礎を築く～」を放映した。小林理事長、

矢野常務理事（元理研仁科センター長）、櫻井運営諮問委員（センター長）、延與助

言委員（前センター長）への取材があった。 

  ・広島の市民団体制作のビデオ「黒い雨はどこまで降ったか～気象専門家 増田善信

の約束」に「執務をする仁科博士」の写真を提供した。 

（2）小サイクロトロン・モニュメントの移設について 

・3 月 2 日「小サイクロトロン・モニュメント」が理研和光事業所 RIBF 棟玄関横

に移設された。 

 

4．出版およびホームページ (HP) への掲載 

・2020 年度版仁科記念財団案内（2020 年 6 月）を刊行した。 

・故伊藤早苗先生からのご遺贈寄附（詳細は昨年度事業報告書に記述）についての記

事を HP に掲載した。「ニュース」から「詳細記事」、「理事長あいさつ」での紹介

と御礼、「財団の沿革」での紹介、「仁科記念賞」での仁科記念賞推薦書の紹介を辿

れるようにした。 

・HP に「Evolutionary Trends in the Physical Sciences」（仁科芳雄博士生誕 100 周

年記念講演会の講演録）、「原子時代の科学」（第 1 回から第 4 回まで初期の仁科記

念講演会の講演録）を掲載した 

・HP に仁科芳雄博士のほぼ全ての和文著作を掲載した。 

    

5．研究者の海外派遣・招聘（Nishina Asia Award 仁科アジア賞） 

本財団は、若手研究者の海外派遣・招聘事業に替わる新たな支援事業として、平成 24
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年度（2012 年度）にアジアの若手研究者を鼓舞激励する Nishina Asia Award を創設し

た。 

Nishina Asia Award は、アジアに研究基盤をおいて極めて優れた成果を挙げた日本以

外のアジアの若手研究者（学位取得後 15 年以内）を毎年 1 名選考して、賞状と賞牌およ

び賞金 40 万円を仁科記念賞授賞式の場で授与し、さらに授賞式の前後約 2 週間、わが国

研究者との研究交流を助成するという事業で、これを研究者の海外派遣・招聘事業予算で

実施する。選考は Nishina Asia Award 規程に則り当該選考委員会（佐々木節委員長他 11

名）で行い、選考結果は理事長の承認を得て 9 月初旬には受賞者に通知される。 

第 8 回となる 2020 年 Nishina Asia Award の候補者募集要項を令和 2 年（2020 年）1

月 1 日から 3 月 31 日の 3 ヶ月間、当財団ホームページに掲示するとともに、広く世界の

学識者からの推薦を公募した結果、14 件（中国 6 件、韓国 4 件、ベトナム 2 件、台湾 1

件、インド 1 件）の推薦があった。選考委員会が WEB 会議で慎重に選考した結果、中国

籍の Ying Jiang 氏（Boya Distinguished Professor, International Center for Quantum 

Materials, School of Physics, Peking University, China ） に  ”for his seminal 

contributions to the understanding of structure and dynamics of interfacial water on 

the atomic scale”の業績に対し授賞することとした。受賞記事は、本財団ホームページと

Association of Asia Pacific Physical Societies（AAPPS）の Bulletin に公開された。本年

度は新型コロナ禍で招聘できないため、Jiang 氏に、賞金を送金し、メダル付き賞状を郵

送した。新型コロナ禍が終息し次第、セミナーのために招聘することになっている。 

第 9 回 2021 年 Nishina Asia Award は、令和 3 年（2021 年）1 月 1 日から 3 月 31 日

の 3 ヶ月間、当財団ホームページに候補者募集要項を掲示するとともに、広く世界の学識

者からの推薦を公募した結果、18 件（中国 12 件、韓国 2 件、インド 2 件、ベトナム 1 件、

台湾 1 件）の推薦があった。 

 

6．賛助会員および特別寄附 

・本年度の賛助会員（1 口 20 万円）数は 6 法人（科研製薬株式会社、鹿島建設株式会

社、キッコーマン株式会社、住友化学株式会社、住友重機械工業株式会社、公益財団

法人本田財団）、2 個人（1 口 1 万円）。 

 ・公益社団法人日本アイソトープ協会から昨年度に続き特別寄附金 200 万円を頂戴し、

使途を公益目的事業に限る「特定資産」に繰り込んだ。 

 ・公益財団法人科学振興仁科財団（岡山県里庄町）から昨年度に続き特別寄附金 10 万

円を頂戴し、「特定資産」に繰り込んだ。 

 

7．物故 

 ・2020 年 9 月 7 日、市村宗武助言委員が逝去された。享年 81 歳。 

・2020 年 9 月 29 日、池田長生元監事が逝去された。享年 95 歳。 

 ・2020 年 11 月 12 日、小柴昌俊顧問が逝去された。享年 94 歳。 
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 ・2020 年 12 月６日、有馬朗人顧問が逝去された。享年 90 歳。 

 ・2021 年 2 月 28 日、若井恒雄顧問が逝去された。享年 94 歳。 

 

8．会議の開催 

 本年度に開催した評議員会、理事会、選考委員会、運営会議・運営諮問委員会の開催日

時、出席者、議事は以下の通り。新型コロナ禍のためすべて WEB 会議となった。 

（1）評議員会 

1）第 10 回（定時） 

日時：令和 2 年 6 月 15 日 11：00～12：00 

   出席評議員：秋光純、有本建男、江澤洋、京藤倫久、九後太一、郷道子、斎藤軍治、

佐藤勝彦、高橋真理子、山田作衛（会長） 

   欠席評議員：吉田庄一郎  

   出席監事：荒船次郎 

   欠席監事：鈴木増雄 

   出席理事：小林誠理事長、矢野安重常務理事（オブザーバー） 

   議事：①令和元年度事業報告書および決算書が原案通り承認された。②会計監査人

として宮田芳直公認会計士を重任することが承認された。 

（2）理事会 

1）第 32 回 

日時：令和 2 年 4 月 24 日 18：30～19：30 

   出席理事：安藤恒也、家泰弘、伊藤公孝、梶田隆章、勝村庸介、小林誠、佐々木節、

十倉好紀、永宮正治、藤川和男、矢野安重 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

議事：①平成元年度事業報告書および決算書（案）が承認され、第 10 回定時評議

員会に諮ることとした。②第 10 回定時評議員会を令和 2 年 6 月 15 日 11:00

より公益社団法人日本アイソトープ協会第 3 会議室にて開催することが承

認された。議案は、1）令和元年度事業報告書および決算書の承認、2）会計

監査人の選任。 

2）第 33 回 

日時：令和 2 年 10 月 28 日 17：30～18：00 

   出席理事：安藤恒也、家泰弘、伊藤公孝、梶田隆章、勝村庸介、小林誠、佐々木

節、十倉好紀、藤川和男、矢野安重 

      欠席理事：永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   出席仁科記念賞選考委員：安藤恒也委員長 

   報告：議案審議に先立って、定款第 28 条第 4 項に則り、小林理事長、家常務理



 6 

事、藤川常務理事、矢野常務理事より、本年度上半期に行った、それぞれ、

財団運営の総理、仁科記念講演会の開催、仁科記念賞および仁科アジア賞の

運営、財団運営の総務についての業務執行状況が個別に報告された。また、

矢野常務理事より、2020 年９月９日に行われた内閣府定期立ち入り検査で

の指示に対応して、①決算書で「仁科アジア賞」を定款第 4 条第 1 項で定

める「褒賞等の授与」の事項に記載し直した、②遺贈寄附金について、決算

申請時の内容を内閣府の指示に従って修正し、遺贈寄附金を「指定正味財産」

の「受取寄附金」として「特定資産」の部に組み入れ直した、③仁科記念講

演会等講師謝金規程を新たに制定する必要がある、旨報告があった。 

議事：①令和 2 年度仁科記念賞受賞者が選考委員会提案通り承認された。②講師謝

金規程が制定された。 

3）第 34 回 

   日時：令和 3 年 3 月 19 日 17：30～18：00 

   出席理事：安藤恒也、家泰弘、伊藤公孝、梶田隆章、勝村庸介、小林誠、佐々木節、

十倉好紀、永宮正治、藤川和男、矢野安重 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   報告：議案審議に先立って、定款第 28 条第 4 項に則り、小林理事長、家常務理

事、藤川常務理事、矢野常務理事より、本年度下半期に行った、それぞれ、

財団運営の総理、仁科記念講演会の開催、仁科記念賞および仁科アジア賞の

運営、財団運営の総務についての業務執行状況が個別に報告された。 

   議事：①令和 3 年度（2021 年度）事業計画書および収支予算書案を承認した。②

2021 年度事業計画を遂行するにあたり、特定資産を 882 万円取り崩すこと

を承認した。③次期仁科アジア賞選考委員として、佐々木節委員長ほか 9 名

を重任とし、新たに 2 名を選任した。④運営諮問委員として、上蓑義朋公益

社団法人日本アイソトープ協会常務理事を新たに選任した。⑤小林理事長よ

り「2021 年度に借り入れおよび設備投資の予定はない」旨報告があり了承

された。 

（3） 仁科記念賞選考委員会 

 1）第 1 回 

   日時：令和 2 年 10 月 2 日 17：00～21：00 

   出席委員：安藤恒也委員長、選考委員 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、矢野安重常務理事 

 2）第 2 回 

   日時：令和 2 年 10 月 23 日 17：00～21：00 

   出席委員：安藤恒也委員長、選考委員 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、矢野安重常務理事 
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   議題；①令和 2 年度仁科記念賞受賞者の選考委員会案を決定した。 

（4） Nishina Asia Award 選考委員会 

 1）第 1 回 

   日時：令和 2 年 5 月 19 日 17：00～20：00 

   出席委員：佐々木節委員長、選考委員 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、矢野安重常務理事 

 2）第 2 回 

   日時：令和 2 年 7 月 8 日 17：00～20：00 

   出席委員：佐々木節委員長、選考委員 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、矢野安重常務理事 

   議題：①第 8 回 2020 年 Nishina Asia Award 受賞者の選考委員会案を決定した。 

（5）運営会議・運営諮問委員会 

 1）第 1 回 

   日時：令和 2 年 4 月 24 日（金）17:30~18:30 

   出席委員：早野龍五委員長、須藤靖、永長直人、初田哲男 

出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、伊藤公孝、勝村

庸介、佐々木節、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   オブザーバー：江澤洋、西村純、山田作衛 

議題：①2019 年度「事業報告書」「決算書」案について②2020 年度仁科記念講演

会の企画について 

 2）第 2 回 

   日時：令和 2 年 5 月 22 日 15：00～17：00 

   出席委員：早野龍五委員長、須藤靖、永長直人、初田哲男 

   出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、勝村庸介、佐々

木節、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木敏雄 

   オブザーバー：江澤洋、西村純、山田作衛 

議題：①2020 年度仁科記念講演会の企画について②退会する賛助会員法人が増え

ると予想される状況（収入減）への対応について 

 3）第 3 回 

   日時：令和 2 年 6 月 19 日 18：00～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、須藤靖、永長直人、初田哲男 

   出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、梶田隆章、勝村

庸介、佐々木節、十倉好紀、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 
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   オブザーバー：江澤洋、西村純、山田作衛 

議題：①「令和 2 年度仁科記念講演会」の企画について②「令和 2 年度仁科記念

賞・仁科アジア賞贈呈式」について 

 4）第 4 回 

   日時：令和 2 年 7 月 17 日 17：30～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、須藤靖、永長直人 

   出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、伊藤公孝、勝村

庸介、佐々木節、十倉好紀、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   オブザーバー：江澤洋、西村純、山崎敏光、山田作衛 

議題：①「令和 2 年度仁科記念講演会」の企画について②「令和 2 年度仁科記念

賞・仁科アジア賞贈呈式」について 

 5）第 5 回 

   日時：令和 2 年 9 月 11 日 17：30～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、須藤靖、永長直人 

   出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、伊藤公孝、勝村

庸介、佐々木節、十倉好紀、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

      オブザーバー：江澤洋、西村純、山崎敏光、山田作衛 

議題：①「2020 年度仁科記念賞授賞式」について②「2020 年度仁科記念講演会」

について【Zoom による YouTube ライブ配信：Zoom と YouTube の URLを

誰にどのようにメールで知らせるか。申し込み（登録）が必要か 

 6）第 6 回 

   日時：令和 2 年 10 月 28 日 18：00～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、須藤靖、永長直人 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、矢野安重常務理事、伊藤公孝、勝村庸介、佐々

木節、十倉好紀、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   オブザーバー：山崎敏光、山田作衛 

   議題：①来年度からの NAA 選考委員について 

 7）第 7 回 

   日時：令和 2 年 11 月 25 日 17：30～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、永長直人 

   出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、伊藤

公孝、十倉好紀、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   オブザーバー：江澤洋、西村純、山崎敏光、山田作衛 
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    議題：①「2020 年度仁科記念賞授賞式」について【小林理事長からのご提案】②

「2020 年度仁科記念講演会」について【Zoom による YouTube ライブ配信：

Zoomと YouTubeのURLを誰にどのようにメールで知らせるか】③新NAA

選考委員について 

 8）第 8 回 

   日時：令和 3 年 1 月 20 日 17：30～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、永長直人 

   出席理事：小林誠理事長、家泰弘、藤川和男、矢野安重常務理事、安藤恒也、伊藤

公孝、梶田隆章、勝村庸介、佐々木節、十倉好紀、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   オブザーバー：秋光純、江澤洋、西村純、山田作衛 

   議題：なし。  

 9）第 9 回 

   日時：令和 3 年 2 月 26 日 17：30～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、磯暁、櫻井博儀、永長直人 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、家泰弘、矢野安重常務理事、安藤恒也、伊藤

公孝、梶田隆章、勝村庸介、佐々木節、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎 

   オブザーバー：秋光純、西村純、山田作衛 

議題：①勝村庸介理事の後任について②令和 3 年度事業計画書案について③令和 3

年度収支予算書について④2021 年度仁科記念講演会について 

 9）第 10 回 

   日時：令和 3 年 3 月 19 日 18：00～19：30 

   出席委員：早野龍五委員長、須藤靖、櫻井博儀、永長直人、初田哲男 

   出席理事：小林誠理事長、藤川和男、家泰弘、矢野安重常務理事、安藤恒也、伊藤

公孝、梶田隆章、勝村庸介、佐々木節、永宮正治 

   出席監事：荒船次郎、鈴木増雄 

   オブザーバー：秋光純、江澤洋、西村純、山田作衛 

議題：①2021 年度仁科記念講演会について 

 

 



貸　借　対　照　表
令和3年3月31日現在

（単位:円）
当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　資産の部
1.流動資産

現金預金 2,833,881 2,677,335 156,546 
未収収益 0 0 0 
前払金 11,780 0 11,780 

流動資産合計 2,845,661 2,677,335 168,326 

2. 固定資産
(1) 基本財産

投資有価証券 580,981,915 581,337,046 △ 355,131
預金 5,343,060 4,987,929 355,131

基本財産合計 586,324,975 586,324,975 0 

（2） 特定資産
仁科記念奨励基金

投資有価証券 50,786,893 50,649,832 137,061 
預金 65,000,000 70,000,000 △ 5,000,000

特定資産合計 115,786,893 120,649,832 △ 4,862,939

（3） その他の固定資産 0 0 0 

固定資産合計 702,111,868 706,974,807 △ 4,862,939

資産合計 704,957,529 709,652,142 △ 4,694,613

Ⅱ　負債の部
1.流動負債

未払金 70,572 16,247 54,325 
預り金 40,550 39,980 570 

流動負債合計 111,122 56,227 54,895 

2.固定負債 0 0 0 

負債合計 111,122 56,227 54,895 

Ⅲ　正味財産の部
1.指定正味財産 586,324,975 586,324,975 0 

（うち基本財産への充当額） (586,324,975) (586,324,975) (0)
（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0)

2.一般正味財産 118,521,432 123,270,940 △ 4,749,508
（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0)
（うち特定資産への充当額） (115,786,893) (120,649,832) (△ 4,862,939)

正味財産合計 704,846,407 709,595,915 △ 4,749,508

負債及び正味財産合計 704,957,529 709,652,142 △ 4,694,613

科　　　　 　　目

1



（単位:円）

当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1） 経常収益
① 基本財産運用益 (5,157,561) (6,032,733) (△ 875,172)

基本財産受取利息 5,157,561 6,032,733 △ 875,172
② 特定資産運用益 (198,867) (203,324) (△ 4,457)

特定資産受取利息 198,867 203,324 △ 4,457
③ 受取会費 (1,720,000) (2,320,000) (△ 600,000)

賛助会費受取会費 1,720,000 2,320,000 △ 600,000
④ 受取寄付金 (2,100,000) (3,100,000) (△ 1,000,000)

受取寄付金 2,100,000 3,100,000 △ 1,000,000
⑤ 雑収益 (35) (56) (△ 21)

雑収益 35 56 △ 21

経常収益　計 9,176,463 11,656,113 △ 2,479,650

(2） 経常費用

① 事業費 (9,258,125) (13,002,211) (△ 3,744,086)

仁科記念賞顕彰費 2,568,596 3,064,385 △ 495,789
仁科記念講演会費 161,200 258,630 △ 97,430
仁科記念奨励金 437,600 786,281 △ 348,681
研究関連出版物刊行費 155,760 940,945 △ 785,185
諸謝金 491,127 464,399 26,728
役員報酬 1,200,000 1,200,000 0 
給料手当 2,746,176 2,955,738 △ 209,562
旅費交通費 236,183 1,393,935 △ 1,157,752
会議費 24,000 303,653 △ 279,653
通信運搬費 93,723 158,919 △ 65,196
消耗品費 205,596 218,413 △ 12,817
賃借料 480,000 480,000 0 
物件使用料 384,814 319,392 65,422 
支払手数料 73,350 41,378 31,972 
雑費 0 416,143 △ 416,143

② 管理費 (4,667,846) (5,570,673) (△ 902,827)

諸謝金 324,000 400,843 △ 76,843
役員報酬 1,200,000 1,200,000 0 
給料手当 1,799,774 1,834,537 △ 34,763
福利厚生費 16,223 14,049 2,174
旅費交通費 151,190 397,165 △ 245,975
会議費 200 173,513 △ 173,313
印刷製本費 319,000 302,400 16,600
通信運搬費 81,949 118,246 △ 36,297
消耗品費 186,833 207,312 △ 20,479
賃借料 120,000 120,000 0 
物件使用料 371,064 319,392 51,672 
支払手数料 19,747 14,085 5,662 
雑費 77,866 469,131 △ 391,265

13,925,971 18,572,884 △ 4,646,913

当期経常増減額 △ 4,749,508 △ 6,916,771 2,167,263 

科　　　　 　　目

経常費用　計

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

　正味財産増減計算書

2020年4月1日から2021年3月31日まで

2



2. 経常外増減の部

（1） 経常外収益 0 50,000,000 △ 50,000,000
経常外収益　計 0 50,000,000 △ 50,000,000

（2） 経常外費用 0 0 
経常外費用　計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 50,000,000 △ 50,000,000

当期一般正味財産増減額 △ 4,749,508 43,083,229 38,333,721 

一般正味財産期首残高 123,270,940 80,187,711 43,083,229 

一般正味財産期末残高 118,521,432 123,270,940 △ 4,749,508

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 5,157,561 6,032,733 △ 875,172

一般正味財産への振替額 △ 5,157,561 △ 6,032,733 875,172

当期指定正味財産増減額 0 

指定正味財産期首残高 586,324,975 586,324,975 0 

指定正味財産期末残高 586,324,975 586,324,975 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 704,846,407 709,595,915 △ 4,749,508
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（単位:円）
公益目的事業 法人会計 合　　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
（1） 経常収益

① 基本財産運用益 (3,610,293) (1,547,268) (5,157,561)
基本財産受取利息 3,610,293 1,547,268 5,157,561 

② 特定資産運用益 (198,867) (198,867)
特定資産受取利息 198,867 198,867 

③ 受取会費 (860,000) (860,000) (1,720,000)
賛助会費受取会費 860,000 860,000 1,720,000 

④ 受取寄付金 (2,050,000) (50,000) (2,100,000)
受取寄付金 2,050,000 50,000 2,100,000 

⑤ 雑収益 (0) (35) (35)
雑収益 0 35 35 
経常収益　計 6,520,293 2,656,170 9,176,463 

(2） 経常費用
① 事業費 (9,258,125) (9,258,125)

仁科記念賞顕彰費 2,568,596 2,568,596 
仁科記念講演会費 161,200 161,200 
仁科記念奨励金 437,600 437,600 
研究関連出版物刊行費 155,760 155,760 
諸謝金 491,127 491,127 
役員報酬 1,200,000 1,200,000 
給料手当 2,746,176 2,746,176 
旅費交通費 236,183 236,183 
会議費 24,000 24,000 
通信運搬費 93,723 93,723 
消耗品費 205,596 205,596 
賃借料 480,000 480,000 
物件使用料 384,814 384,814 
支払手数料 73,350 73,350 
雑費 0 0 

② 管理費 (4,667,846) (4,667,846)
諸謝金 324,000 324,000 
役員報酬 1,200,000 1,200,000 
給料手当 1,799,774 1,799,774 
福利厚生費 16,223 16,223 
旅費交通費 151,190 151,190 
会議費 200 200 
印刷製本費 319,000 319,000 
通信運搬費 81,949 81,949 
消耗品費 186,833 186,833 
賃借料 120,000 120,000 
物件使用料 371,064 371,064 
支払手数料 19,747 19,747 
雑費 77,866 77,866 

9,258,125 4,667,846 13,925,971 
当期経常増減額 △ 2,737,832 △ 2,011,676 △ 4,749,508

2. 経常外増減の部
（1） 経常外収益 0 

経常外収益　計 0 
（2） 経常外費用

経常外費用　計 0 
当期経常外増減額 0 
当期一般正味財産増減額 △ 4,749,508
一般正味財産期首残高 123,270,940 
一般正味財産期末残高 118,521,432 

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益
一般正味財産への振替額 5,157,561 
当期指定正味財産増減額 △ 5,157,561
指定正味財産期首残高 586,324,975 
指定正味財産期末残高 586,324,975 

Ⅲ　正味財産期末残高 704,846,407 

経常費用　計

科　　　 　目

正味財産増減計算書　内訳書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
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財務諸表に対する注記 

1. 重要な会計方針

（1）適用している会計基準

平成 20年 4月 11日(改正平成 21年 10月 16日)に内閣府公益認定等委員会より公表された「公益法人会計

基準」を適用している。

（2）有価証券の評価基準及び評価方法について 

 すべて満期保有目的の債券として償却原価法（定額法）を採用している。 

（3）消費税等の処理について 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位:円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 

投資有価証券 

預    金 

581,337,046 

4,987,929 

0 

5,343,060 

355,131 

4,987,929 

580,981,915 

5,343,060 

小 計 586,324,975 5,343,060 5,343,060 586,324,975 

特定資産（仁科記念奨励基金）

投資有価証券 

預    金 

50,649,832 

70,000,000 

20,274,800 

65,000,000 

20,137,739 

70,000,000 

50,786,893 

65,000,000 

小 計 120,649,832 85,274,800 90,137,739 115,786,893 

合 計 706,974,807 90,617,860 95,480,799 702,111,868 

3. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位:円） 

科  目 当期末残高 
うち指定正味財産か

らの充当額 

うち一般正味財産

からの充当額 

うち負債に対応

する額 

基本財産 

投資有価証券 

預    金 

580,981,915 

5,343,060 

580,981,915 

5,343,060 

0 

0 

0 

0 

小 計 586,324,975 586,324,975 0 0 

特定資産（仁科記念奨励基金） 

投資有価証券 

預    金 

50,786,893 

65,000,000 

0 

0 

50,786,893 

65,000,000 

0 

0 

小 計 115,786,893 0 115,786,893 0 

合 計 702,111,868 586,324,975 115,786,893 0 
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4. 担保に供している資産はない。

5. 保証債務はない。

6. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円） 

種類及び銘柄 帳 簿 価 額 時 価 評 価 損 益 

基本財産 

第 495回関西電力社債 

第 11回三菱UFJ信託銀行社債 

(劣後債) 

第 26回三菱東京UFJ銀行社債 

(劣後債) 

ＪＰモルガン・チェース＆ＣＯ・ 

ユーロ円債

福岡市平成 27 年度第 5 回公募公債 

第 61回日産自動車社債 

50,083,018 

40,000,000 

100,000,000 

250,000,000 

40,512,963 

100,385,934 

50,123,500 

40,560,000 

106,480,000 

242,087,500 

40,848,400 

92,629,000 

40,482 

560,000 

6,480,000 

△7,912,500

335,437 

△7,756,934

小 計 580,981,915 572,728,400 △8,253,515

特定資産（仁科記念奨励基金） 

第 175回利付国債(20年) 

第 321回北海道電力社債 

岡山県平成 26年度第 2回公募公債 

20,272,501 

20,410,663 

10,103,729 

20,090,000 

20,546,000 

10,181,700 

△182,501

135,337

77,971 

小 計 50,786,893 50,817,700 30,807 

合 計 631,768,808 623,546,100 △8,222,708

7. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円） 

内 容 金 額 

経常収益への振替額 

基本財産運用益計上による振替額 5,157,561 

合 計 5,157,561 

8. 注記すべき関連当事者との取引はない。

9. 重要な後発事象はない。
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附属明細書 

令和 2年 4月 1日より令和 3年 3月 31日まで 

1. 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している。

2. 引当金の明細

期首又は期末のいずれにも残高はない。



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額

(流動資産)

現　　　金 現金手許有高 運転資金として 759,194

普通預金 みずほ銀行駒込支店他1口 運転資金として 2,005,229

定期預金 みずほ銀行駒込支店 0

ゆうちょ銀行 小石川店 運転資金として 69,458

未収収益 0

前払金 有価証券経過利息 11,780

流動資産合計 2,845,661

(固定資産)

基本財産 投資有価証券 地方債 40,512,963

事業債 540,468,952

　定期預金 三菱東京ＵＦＪ銀行駒込支店 5,343,060

特定資産 投資有価証券 国債 20,272,501

地方債 10,103,729

事業債 20,410,663

　定期預金 みずほ銀行駒込支店 65,000,000

固定資産合計 702,111,868

704,957,529

(流動負債) 未払金 大塚商会　他 3月分消耗品　他未払金 70,572

預り金 本郷税務署　他 源泉所得税　他 40,550

111,122

(固定負債) 0

固定負債合計 0

111,122

704,846,407

流動負債合計

負債合計

正味財産

財　産　目　録

令和3年3月31日現在

貸借対照表科目

資産合計

満期保有目的であり、運
用益を事業と一部法人会
計の財源として使用して
いる。

満期保有目的であり、運
用益を法人会計の財源と
して使用している。
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令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
標準進捗率

（単位:円） 100.0
当年度予算 決算額 差　　　異 進捗率(％)

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1） 経常収益

① 基本財産運用益 (5,125,000) (5,157,561) (△ 32,561) 100.6
基本財産受取利息 5,125,000 5,157,561 △ 32,561

② 特定資産運用益 (200,000) (198,867) (1,133) 99.4
特定資産受取利息 200,000 198,867 1,133 

③ 受取会費 (1,720,000) (1,720,000) (0) 100.0
賛助会費受取会費 1,720,000 1,720,000 0 

④ 受取寄付金 (3,100,000) (2,100,000) (1,000,000) 67.7
受取寄付金 3,100,000 2,100,000 1,000,000 

⑤ 雑収益 (0) (35) (△ 35)
雑収益 0 35 △ 35

経常収益　計 10,145,000 9,176,463 968,537 90.5

(2） 経常費用

① 事業費
仁科記念賞顕彰費 4,800,000 2,568,596 2,231,404 53.5
仁科記念講演会費 300,000 161,200 138,800 53.7
仁科記念奨励金 800,000 437,600 362,400 54.7
研究関連出版物刊行費 400,000 155,760 244,240 38.9
諸謝金 500,000 491,127 8,873 98.2
役員報酬 1,200,000 1,200,000 0 100.0
給料手当 2,930,000 2,746,176 183,824 93.7
旅費交通費 1,300,000 236,183 1,063,817 18.2
会議費 300,000 24,000 276,000 8.0
通信運搬費 200,000 93,723 106,277 46.9
消耗品費 230,000 205,596 24,404 89.4
賃借料 480,000 480,000 0 100.0
物件使用料 300,000 384,814 △ 84,814 128.3
支払手数料 35,000 73,350 △ 38,350 209.6
雑費 0 0 0 

13,775,000 9,258,125 4,516,875 67.2

② 管理費
諸謝金 400,000 324,000 76,000 81.0
役員報酬 1,200,000 1,200,000 0 100.0
給料手当 1,840,000 1,799,774 40,226 97.8
福利厚生費 15,000 16,223 △ 1,223 108.2
旅費交通費 350,000 151,190 198,810 43.2
会議費 150,000 200 149,800 0.1
印刷製本費 400,000 319,000 81,000 79.8
通信運搬費 110,000 81,949 28,051 74.5
消耗品費 150,000 186,833 △ 36,833 124.6
賃借料 120,000 120,000 0 100.0
物件使用料 300,000 371,064 △ 71,064 123.7
支払手数料 20,000 19,747 253 98.7
雑費 90,000 77,866 12,134 86.5

5,145,000 4,667,846 477,154 90.7

18,920,000 13,925,971 4,994,029 73.6

当期経常増減額 △ 8,775,000 △ 4,749,508 △ 4,025,492 54.1

令和2年度(２０20年度)　収支決算書(損益計算書)

科　　　　 　　目

管理費合計

経常費用　計

事業費合計

(仁科記念財団法人説明)
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2.　経常外増減の部

（1）　経常外収益
経常外収益　計 0 0 0 

（2）　経常外費用
経常外費用　計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 8,775,000 △ 4,749,508 △ 4,025,492 

一般正味財産期首残高 122,000,000 123,270,940 △ 1,270,940 

一般正味財産期末残高 113,225,000 118,521,432 △ 5,296,432 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 5,125,000 5,157,561 △ 32,561 

一般正味財産への振替額 △ 5,125,000 △ 5,157,561 32,561 

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 586,324,975 586,324,975 0 

指定正味財産期末残高 586,324,975 586,324,975 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 699,549,975 704,846,407 △ 5,296,432 

10
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(仁科記念財団法人説明用) 

 

収支計算書に対する注記 

 

 

 収支計算書の予算・決算額との差異が著しい科目及びその理由 

[収入の部] 

(経常収益) 

・ 公益社団法人日本アイソトープ協会の寄付金が 100万円減額のため減収。 

[支出の部] 

(経常費用) 

 〔事業費〕 

・ 「仁科記念顕彰費」の差額 2,231,404 円は受賞件数を 3 件予算計上していたが 2 件

となったことによる。また、コロナ禍の影響で授賞式をWEBで行ったため授賞式に

関わる費用発生がなかった。 

・ 「仁科記念講演会」はWEB公開のため会場費等の発生がなかった。 

・ 「仁科記念奨励金」はコロナ禍の影響で授賞者招聘が延期となったため渡航費や滞

在費の発生がなかった。 

・ 「研究関連出版物刊行費」は、NKZ(記念講演録)の出版費用だが、発行を無しとし、

データの PDF化等の費用のみとなった。 

・ 「旅費交通費」は、コロナ禍の影響で会議は全てWEBとなり交通費の発生がなしと

なる。(管理費も同様) 

・ 「会議費」も上記同様の理由による。(管理費も同様) 

・ 「物件使用料」は事務室移転でリース機器が増えたため。(管理費も同様) 

・ 「支払手数料」は、銀行振込手数料の値上のため増額となる。 

 〔管理費〕 

・ 実績は通常経費の範囲だが、コロナ禍の影響で「事業費」同様の理由で増減があり。 



財産管理運用状況報告

報告日：令和 3年3月31日

公益財団法人仁科記念財団保有有価証券
工飼主主巨 常務理事 報告者

Aaa（信用力が最も高しす AaA 

醸Baa（中程度の水準） Ba B 

⑧ ⑧ 有価証券運用額 702,111,868円 Caa Ca C（リスクが高し、）
D（債務不履行に陥っている）

益金亘号（ムーディーズ：信用力のll!ID

単価 利率 格付
銘 柄 額面 （円） 簿価 （円）

（円） （%） 
時価評価額 。償還日 備 考

〔基本財産〕
JPモノレガン・チエース＆CO・ユーロ円債 250,000,000 250,000.000 100.000 0.850 242,087,500 (A2) 2050/3/24 コーノレ条項（早期償還）あり。

第11回一菱UFJ信託銀行社債（劣後債） 40,000,000 40,000,000 100.000 1.36 40,560,000 (Al) 2022/6/27 

第495回関西電力社債 50,000,000 50 083,018 100.166 0.746 50,123,500 (A3) 2021/9/17 

福岡市平成27年度第5回公募公債 40,000,000 40,512,963 101.282 0.476 40 848,400 (Al) 2025/10/28 

第26回一菱東京UFJ銀行社債（劣後特約 100,000,000 100,000 000 100.000 1.95 106,480,000 (Al) 2025/11/12 

第61回日産自動車社債 100,000,000 100,385 934 100.386 0.33 92 629 000 (Baa3) 2026/3/19 

一菱東京UFJ銀行定期預金 5,343,060 5,343 060 5,343,060 (Al) 2022/3/31 l年定期（基本財産額調整分）

（合計） 585,343,060 586,324,975 578 071,460 

〔仁科記念奨励基金財産：特定資産〕

岡山県平成26年度第2回公募公債 10,000,000 10,103 729 100.000 0.465 10,181,700 (AA+*) 2025/3/31 

第175回利付国債（20年） 20,000,000 20,272,501 101.363 0.56 20,090,000 (Al) 2040/12/20 

第321回北海道電力社債 20,000,000 20,410,663 102.053 0.886 20 546,000 (A)* 2024/12/25 

みずほ銀行駒込支店大口定期預金 65,000,000 65.000,000 65,000,000 (Al) 3ヶ月毎継続

（合計） 115,000,000 115,786,893 115,817 700 

（総 メロ久 計） 700,343,060 702.111,868 693 889,160 
※格付けはムーディズ、 S&Pによる。

本 格付機関はJCR（日本）



独立監査人の監査報告書

2021年 4月 15日

公益財団法人仁科記念財団

理 事 長 小 林 誠殿

宮田公認会計士事務所

＜財務諸表等監査＞

東京都練馬区 』 I¥. 入

公認会計士ち田芳北j印.~
監査意見

私は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 23条の規定に基づき、公益財団法人

仁科記念財団の 2020年 4月 1日から 2021年 3月 31日までの 2020年度の貸借対照表、損益計算書

（公益認定等ガイドライン I-5 (1）の定めによる「正味財産増減計算書Jをしづ。）、財務諸表に対

する注記並びに附属明細書について監査し、あわせて、正味財産増減計算書内訳表（以下、これらの

監査の対象書類を「財務諸表等」という。）について監査を行った。

私は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準

拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産、損益（正味財産増減）の状況を、全ての重要な点におい

て適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における私の責任は、 「財務諸表等の監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が

国における職業倫理に関する規定に従って、法人から独立しており、また、監査人としてのその他の

倫理上の責任を果たしている。私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判

断している。

財務諸表等に対する理事者及び監事の責任

理事者の責任は、我が固において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して財務

諸表等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財

務諸表等を作成し適正に表示するために理事者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

財務諸表等を作成するに当たり、理事者は、継続組織の前提に基づき財務諸表等を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に基

づいて継続組織に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視することにある。

財務諸表等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表等に不正又は誤謬によ



る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から

財務諸表等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生寸る可能性が

あり、｛陸別に又は集計すると、財務諸表等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる

場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

財務諸表等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監資に関連

する内部統制を検討する。

理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに理事者によって行われた会計上の

見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

理事者が継続組織を前提として財務諸表等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続組織の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、監査報告書において財務諸表等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する財務諸表等の注記事項が適切でない場合は、財務諸表等に対して除外事項付意見を表明す

ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査読拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、法人は継続組織として存続できなくなる可能性がある。

財務諸表等の表示及び注記事項が、我が閣において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の

基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表等の表示、構成及び内

容、並びに財務諸表等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監事に対して、計画した監査の範聞とその実施持期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重婆な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につ

いて報告を行う。

く財産自録に対する意見＞

財康目録に対する監査意見

私は、公益社団法人及び公益財団法人の認、定等に関する法律第23条の規定に基づき、公益財団法人

仁科記念財団の 2021年 3月 31日現在の 2020年度の財産目録（「貸借対照表科目、 「金額j及び

「使用目的等Jの欄に限る。以下向じ。）について監査を行った。

私は、上記の財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠

しており、公益認定関係書類と整合して作成されているものと認める。

財産目録に対する理事者及び監事の資任

理事者の責任は、財産目録を、我が閣において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に

準拠するとともに、公益認定関係書類と整合して作成することにある。

監事の責任は、財産目録作成における理事の職務の執行を監視することにある。



財産目録に対する監査における監査人の責任

監査人の責任は、財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に

準拠しており、公益認定関係書類と整合して作成されているかについて意見を表明することにある。

利害関係

公益財団法人仁科記念財団と私との問には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上



監 査 報 告 書 

令和 3 年 4 月 23 日 

公益財団法人 仁科記念財団 

理事長  小林  誠  殿 

公益財団法人 仁科記念財団 

監事            ㊞ 

荒  船 次  郎 

監事   ㊞ 

鈴  木 増  雄  

私は、令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日までの令和 2 年度における  

会計及び業務のオンラインによる監査を行い、次のとおり報告する。  

1. 監査の方法と概要

(1) 会計監査について、帳簿並びに関係書類のビデオ閲覧など必要と思われ

る監査手続きを用いて、計算書類の正確性を検討した。  

(2) 業務監査について、理事会及びその他の会議にオンラインで出席し、理

事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続き

を用いて、業務執行の妥当性を検討した。  

2. 監査意見

(1) 貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録、並びに収支計算書は、 

会計帳簿の記載金額と一致し、法人の財政状態、財産の変動、並びに収支の  

状況を正しく示していると認める。  

(2) 事業報告書の内容は、事実であると認める。

(3) 理事の業務執行において、不正の行為または法令もしくは定款に違反す

る重大な事実はないと認める。  

以上 



理事・監事（任期：2023年 6月）・会計監査人（任期：2022年 6月）候補 

小林 誠 （理事） 高エネルギー加速器研究機構特別栄誉教授 

日本学術振興会学術顧問 

家 泰弘 日本学術振興会理事 

矢野 安重 理化学研究所仁科加速器科学研究センター特別顧問 

藤川 和男 東京大学名誉教授 

安藤 恒也 東京工業大学栄誉教授 

伊藤 公孝 中部大学特任教授 

梶田 隆章 東京大学宇宙線研究所長 

佐々木 節 東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構特任教授 

十倉 好紀 理化学研究所創発物性科学研究センター長 

永宮 正治 高エネルギー加速器研究機構ダイアモンドフェロー 

理化学研究所仁科加速器科学研究センター客員研究主管 

上蓑 義朋 （新任） 日本アイソトープ協会常務理事 

荒船 次郎 （監事） 東京大学名誉教授 

鈴木 増雄  東京大学名誉教授 

宮田 芳直 （会計監査人） 公認会計士 

資料４
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公益財団法人 仁科記念財団 

令和 3 年度（2021 年度）事業計画書 

仁科記念財団の公益目的事業は、定款第 4条に掲げられている通り、広い意味の原子

物理学およびその応用に関する研究において（1）きわめて優秀な成果を収めた者に対

する仁科記念賞など褒賞の授与 （2）著名な研究者による仁科記念講演会など学術的交

流・集会の開催 （3）歴史的に貴重な資料・図書などの発掘・研究・保存・公開のため

の仁科記念室の運営 （4）知識および思想を普及啓発するための出版物刊行などの活動

（5）優秀な人材の海外への派遣および外国からの受け入れの助成です。

令和 3年度（2021年度）は、以下の公益目的事業を行います。 

（1）仁科記念賞、仁科アジア賞の授与

仁科記念賞は、財団が創立した 1955年に第 1回が授与されて以来の長い伝統をもち、

原子物理学の分野では最も評価の高い賞としてよく知られています。2021年度（第 67

回）も例年通り、2021年 6月 1日から 8月 31日の 3ヶ月間、当財団ホームページ、

日本物理学会誌、日本化学会誌等に仁科記念賞候補者募集要項を公表するとともに、広

く学識者からの推薦を公募します。選考は仁科記念賞規程に則り選考委員会で行い、受

賞者には、賞状、賞牌と 1件当り 60万円の副賞を授けます。授賞件数は、3件以内と

し、選考結果は理事会の承認を得た後すみやかに新聞紙上等に発表するとともに、授賞

理由を当財団ホームページとアジア太平洋物理学会連合（Association of Asia Pacific 

Physical Societies: AAPPS）の Bulletin 上に公表します。本年度の授賞式は仁科芳雄

博士の誕生日の 12月 6日（月）に、これまでの受賞者、選考委員、運営諮問委員、助

言委員、顧問、評議員、役員の参加する研究交流の場で執り行います。 

仁科記念財団は、将来性豊かなアジアの若手研究者を鼓舞激励するため、2012 年度

に仁科アジア賞（Nishina Asia Award）を創設しました。仁科アジア賞は、アジアに

研究基盤をおいて極めて優れた成果を挙げた日本以外のアジアの若手研究者（学位取得

後 15 年以内）を毎年 1 名選考して、賞状と賞牌および賞金 40 万円を仁科記念賞授賞

式の場で授与するというものです。2021年（第 9回）も例年通り、2021年 1月 1日か

ら 3 月 31 日の 3 ヶ月間、当財団ホームページに候補者募集要項を公表するとともに、

広く世界の学識者からの推薦を公募しています。選考は Nishina Asia Award規程に則

り当該選考委員会で行い、選考結果は理事長の承認を得て本年 9月初旬には受賞者に通

知します。また、すみやかに当財団ホームページと AAPPS の Bulletin 上に選考結果

を公表します。 

（2）仁科記念講演会の開催

仁科記念講演会は、社会に原子物理学の真髄を知っていただくため、1955 年以来毎

年、一般の参加を得て開催されてきています。本年度は、第 67回の定期講演会を開催

資料５
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します。 

（3）仁科記念室の運営

仁科記念室は日本アイソトープ協会の敷地の一角にある旧理化学研究所 37 号館 (築

約 90年) の一室 (約 40平米) で、仁科博士が逝去された 1951年 1月以来そのまま保

存されてきました。室内には、書籍、書簡など、わが国の科学技術の発展において仁科

博士が果たした役割を再認識するための数多くの資料とともに、博士の往時を偲ぶ愛用

の什器も残されていました。しかし、残念ながら当協会の敷地内建物再整備計画に従っ

て、建物自体が数年内に解体されることになりました。そこで、この文化遺産を後世に

遺すため、2020年度、「仁科記念室内に保存されていた物品」を、理化学研究所（理研）

に寄贈し当所和光事業所に移管しました。なお、小サイクロトロン・モニュメントは日

本アイソトープ協会から理研に寄贈され和光事業所内に移設されました。 

2021 年度は、理研に協力して寄贈した物品の保管・整理を進め、それらをホームペ

ージで紹介して行きます。 

（4）原子物理学の普及啓発のための出版物刊行など

本年度も、「仁科記念財団案内」を刊行するとともに仁科記念講演会の講演録をホー

ムページ上に公開します。また、当財団が保有する歴史的原史料を電子化して外部から

系統的に閲覧できるようにホームページの整備を進めます。 

（5）原子物理学の研究における優秀な人材の海外派遣および招聘

本年度も、仁科アジア賞受賞者を、授賞式の前後約 2週間、わが国研究者との研究交

流のため招聘します。 



2021年4月1日から2022年3月31日まで

（単位:円）
予算額 前年度予算額 増　　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1）　経常収益

①　基本財産運用益 (5,000,000) (5,125,000) (△ 125,000)
基本財産受取利息 5,000,000 5,125,000 △ 125,000 

②　特定資産運用益 (150,000) (200,000) (△ 50,000)
特定資産受取利息 150,000 200,000 △ 50,000 

③　受取会費 (1,610,000) (1,720,000) (△ 110,000)
賛助会費受取会費 1,610,000 1,720,000 △ 110,000 

④　受取寄付金 (1,100,000) (3,100,000) (△ 2,000,000)
受取寄付金 1,100,000 3,100,000 △ 2,000,000 

⑤　雑収益 (0) (0) (0)
雑収益 0 0 0 

経常収益　計 7,860,000 10,145,000 △ 2,285,000 

(2） 経常費用　

①　事業費

仁科記念賞顕彰費 2,700,000 4,800,000 △ 2,100,000 
仁科記念講演会費 300,000 300,000 0 
仁科記念奨励金 1,000,000 800,000 200,000 
研究関連出版物刊行費 200,000 400,000 △ 200,000 
諸謝金 640,000 500,000 140,000 
役員報酬 1,200,000 1,200,000 0 
給料手当 2,930,000 2,930,000 0 
旅費交通費 1,120,000 1,300,000 △ 180,000 
会議費 220,000 300,000 △ 80,000 
通信運搬費 200,000 200,000 0 
消耗品費 200,000 230,000 △ 30,000 
賃借料 480,000 480,000 0 
物件使用料 350,000 300,000 50,000 
支払手数料 60,000 35,000 25,000 
雑費 0 0 0 

11,600,000 13,775,000 △ 2,175,000 69.54 ％

②　管理費

諸謝金 330,000 400,000 △ 70,000 
役員報酬 1,200,000 1,200,000 0 
給料手当 1,840,000 1,840,000 0 
福利厚生費 20,000 15,000 5,000 
旅費交通費 350,000 350,000 0 
会議費 10,000 150,000 △ 140,000 
印刷製本費 330,000 400,000 △ 70,000 
通信運搬費 100,000 110,000 △ 10,000 
消耗品費 150,000 150,000 0 
賃借料 120,000 120,000 0 
物件使用料 350,000 300,000 50,000 
支払手数料 30,000 20,000 10,000 
雑費 250,000 90,000 160,000 

5,080,000 5,145,000 △ 65,000 30.46 ％

16,680,000 18,920,000 △ 2,240,000 

当期経常増減額 △ 8,820,000 △ 8,775,000 △ 45,000 

管理費合計

経常費用　計

令和3年度(2021年度)収支予算書

公益財団法人仁科記念財団

科　　　　　　　　　　目 備　考

事業費合計



2.　経常外増減の部

（1）　経常外収益 0 
経常外収益　計 0 0 0 

（2）　経常外費用
経常外費用　計 0 0 
当期経常外増減額 0 0 0 
当期一般正味財産増減額 △ 8,820,000 △ 8,775,000 △ 45,000 
一般正味財産期首残高 120,000,000 122,000,000 △ 2,000,000 

一般正味財産期末残高 111,180,000 113,225,000 △ 2,045,000 

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 

基本財産運用益 5,000,000 5,125,000 △ 125,000 
一般正味財産への振替額 △ 5,000,000 △ 5,125,000 125,000 
当期指定正味財産増減額 0 0 
指定正味財産期首残高 586,324,975 586,324,975 0 
指定正味財産期末残高 586,324,975 586,324,975 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 697,504,975 699,549,975 △ 2,045,000 



2021年4月1日から2022年3月31日まで

（単位:円）
公益目的事業 法人会計 合　　　計 備　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
（1）　経常収益

①　基本財産運用益 (3,500,000) (1,500,000) (5,000,000)
基本財産受取利息 3,500,000 1,500,000 5,000,000 

②　特定資産運用益 (150,000) (150,000)
特定資産受取利息 150,000 150,000 

③　受取会費 (805,000) (805,000) (1,610,000)
賛助会費受取会費 805,000 805,000 1,610,000 

④　受取寄付金 (1,050,000) (50,000) (1,100,000)
受取寄付金 1,050,000 50,000 1,100,000 

⑤　雑収益 (0) (0) (0)
雑収益 0 0 0 
経常収益　計 5,355,000 2,505,000 7,860,000 

(2） 経常費用　
①　事業費

仁科記念賞顕彰費 2,700,000 2,700,000 
仁科記念講演会費 300,000 300,000 
仁科記念奨励金 1,000,000 1,000,000 
研究関連出版物刊行費 200,000 200,000 
諸謝金 640,000 640,000 
役員報酬 1,200,000 1,200,000 
給料手当 2,930,000 2,930,000 
旅費交通費 1,120,000 1,120,000 
会議費 220,000 220,000 
通信運搬費 200,000 200,000 
消耗品費 200,000 200,000 
賃借料 480,000 480,000 
物件使用料 350,000 350,000 
支払手数料 60,000 60,000 
雑費 0 0 

11,600,000 11,600,000 69.54
②　管理費

諸謝金 330,000 330,000 
役員報酬 1,200,000 1,200,000 
給料手当 1,840,000 1,840,000 
福利厚生費 20,000 20,000 
旅費交通費 350,000 350,000 
会議費 10,000 10,000 
印刷製本費 330,000 330,000 
通信運搬費 100,000 100,000 
消耗品費 150,000 150,000 
賃借料 120,000 120,000 
物件使用料 350,000 350,000 
支払手数料 30,000 30,000 
雑費 250,000 250,000 

11,600,000 5,080,000 16,680,000 30.46
当期経常増減額 △ 6,245,000 △ 2,575,000 △ 8,820,000 

2.　経常外増減の部
（1）　経常外収益

経常外収益　計 0 0 0 
（2）　経常外費用

経常外費用　計 0 0 0 
当期経常外増減額 0 0 0 
当期一般正味財産増減額 0 0 △ 8,820,000 
一般正味財産期首残高 0 0 120,000,000 

一般正味財産期末残高 0 0 111,180,000 
Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 3,500,000 1,500,000 5,000,000 
一般正味財産への振替額 △ 3,500,000 △ 1,500,000 △ 5,000,000 
当期指定正味財産増減額 0 0 0 
指定正味財産期首残高 0 0 586,324,975 
指定正味財産期末残高 0 0 586,324,975 

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 697,504,975 

経常費用　計

科　　　　　　　　　　目

令和3年度(2021年度)　収支予算書(損益計算ベース)内訳書

事業費合計

公益財団法人仁科記念財団



2021年 2月 2日 

履歴書 

氏名：上蓑
うわみの

 義
よし

朋
とも

 

性別：男 

生年月日：1953年 11月 5日（満 67歳） 

本籍：埼玉県 

現住所：〒350-1176 埼玉県川越市川鶴 3-7-5 

電話：049-233-8513 

学歴 

1979年 3月 京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻 修士課程修了 

1986年 1月 京都大学工学博士 

職歴 

1979年 4月 科学技術庁放射線医学総合研究所養成訓練部 

1983年 4月 東京大学原子核研究所放射線管理室助手 

1994年 7月 理化学研究所安全管理室調査役 

2005年 4月 独立行政法人理化学研究所重イオン科学研究プログラム 

安全業務室長 

2009年 4月 独立行政法人理化学研究所仁科加速器研究センター安全業務室長 

2018年 4月 国立研究開発法人理化学研究所仁科加速器科学研究センター 

研究嘱託（継続中） 

2018年 4月  清水建設株式会社技術研究所嘱託（2020年 6月退職） 

2020年 6月 公益社団法人日本アイソトープ協会常務理事 現在に至る 

受賞 

1995年 3月 第 27 回日本原子力学会論文賞「p-Be 準単色中性子を用いた 40MeV

までの放射化断面積の系統的測定」 

2020年 3月 第 52 回日本原子力学会貢献賞「放射線遮蔽工学の体系化と知識の普

及」 

資料６



2020 年度（第 66 回）仁科記念賞 

 

2020 年 10 月 28 日に開催された第 33 回理事会において、本年度の仁科記念賞を以下の 2 件、2 氏に授

与することを決定いたしました。 

 

１）鹿野田 一司 Kazushi Kanoda（６２歳 宮城県出身） 

東京大学大学院工学系研究科 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業績題目： 

「有機伝導体における強相関量子液体の研究」 

 

２）仲澤 和馬 Kazuma Nakazawa（６３歳 山梨県出身） 

東海国立大学機構 岐阜大学教育学部・大学院工学研究科 シニア教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業績題目： 

「原子核乾板を用いたダブルストレンジネス原子核の研究」 

 

 

 

 

 





 

The Prize Winner of the 2020 (the eighth) Nishina Asia Award 

The Nishina Memorial Foundation has determined that the 2020 (the eighth) Nishina Asia 

Award is awarded to Dr. Ying Jiang, Boya Distinguished Professor, International Center for 

Quantum Materials, School of Physics, Peking University, China for “the seminal contributions 

to the understanding of structure and dynamics of interfacial water on the atomic scale.” 

 

Curriculum Vitae of  

Ying Jiang 

Citizenship: China 

Current Appointments: 

Boya Distinguished Professor, International Center for Quantum 

Materials, School of Physics, Peking University, China (from Feb. 

2018) 

Past Appointments: 

Associate Professor (tenured), International Center for Quantum Materials, School of Physics, 

Peking University, China (Feb. 2016 − Jan. 2018) 

Assistant Professor, International Center for Quantum Materials, School of Physics, Peking 

University, China  (Jan. 2010 − Jan. 2016) 

Postdoctoral Research Associate, Department of Physics and Astronomy, University of California, 

Irvine, USA (Mar. 2008 − Dec. 2009) 

Visiting Scholar, Institut für Festkörperforschung, Forschungszentrum Jülich GmbH, Germany 

(Nov. 2006 − June 2007) 

Education: 

Institute of Physics, Chinese Academy of Sciences (Sep. 2003 − July 2008) 

Degree: Ph.D. in Physics   

Thesis: The controlled growth and quantum properties of low-dimensional metal systems 

Advisor: Prof. Enge Wang  

Beijing Normal University, China (Sep. 1999 − July 2003) 

Degree: B.S. in Physics.        

Honors and Awards: 

Sir Martin Wood China Prize, Oxford Instruments (2020) 

Young Global Leader, the World Economic Forum (2020) 

Fellow of the American Physical Society (2019) 

Leading Innovative Talent in Science and Technology, Central Chinese Government (2018) 

Top-ten Science Advances in China, Ministry of Science and technology of China (2016, 2018) 

Science and Technology Award for Chinese Youth, China Association for Science and 

Technology (2018) 

Tan Kah Kee Young Scientist Award, Tan Kah Kee Science Award Foundation (2018) 

Distinguished Young Scholars, National Natural Science Foundation of China (2017) 

Emerging Leaders, Journal of Physics: Condensed Matter (IOP) (2016) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六義園
1954年
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https://www.nishina-mf.or.jp/jp 

 

https://www.asahi.com/articles/ASNCD6TG3NCDPITB00J.html 

 

https://www.asahi.com/articles/ASND875TYNCZPITB00V.html?iref=pc_ss_date 

 

 

 

 

 

https://www.nishina-mf.or.jp/jp
https://www.asahi.com/articles/ASNCD6TG3NCDPITB00J.html
https://www.asahi.com/articles/ASND875TYNCZPITB00V.html?iref=pc_ss_date
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